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　　ミオンなかさとオープンノ

　7月18日、待ちに待った「ミオンなかさと」

がオープンいたしました。当日の午前m時に

村長をはじめ関係者がオープンのくす玉わり

を行い、入り口で待っていた人たちから拍手

が湧いていました。
この広報紙は、再生

紙を使っています。
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宝
石
が
処
理
場
に
翫
3
つ
驚
ホ
蕩
熊
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処
理
場
の
入
堕
口
に
あ
る
大
き
な
石
は
、
村
丙

を
は
婆
め
、
郡
市
内
か
ら
集
め
姦
、
れ
驚
石
で
教
赫

と
し
て
活
鶏
で
き
れ
ば
と
並
べ
ら
れ
驚
も
の
懇
す
。

（
写
真
1
）
　
そ
し
て
管
理
汚
泥
棟
の
入
鳳
横
に
あ

る
の
が
宝
石
の
原
石
鐙
、
セ
ス
イ
、
赤
玉
石
数
ど
が

置
鱒
て
あ
り
ま
す
。
（
写
真
2
）
こ
れ
も
教
材
に
活

用
し
て
み
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
。
あ
と
、
処
理
場

の
周
り
は
、
緑
を
糖
っ
ぱ
楠
に
し
て
あ
り
蒙
す
。
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談
ず
、
は
縷
め
に
管
理
汚
泥
棟
を
案
内
し
讃
す
。

塗
階
に
は
検
登
室
徽
写
真
3
）
熱
あ
毅
諜
す
。
逡

こ
鐙
は
簡
単
嶽
水
質
の
検
査
が
で
き
る
謙
う
に
な

っ
て
鱒
ま
す
。
次
に
こ
護
は
電
気
制
御
室
（
写
真

4
）
、
停
電
雌
あ
っ
た
場
合
の
欝
家
発
電
や
潔
ン
プ

や
空
気
を
送
る
と
き
に
使
う
重
要
な
＆
こ
ろ
で
す
。

　
今
度
は
2
階
に
上
が
っ
て
轟
ま
す
。
蓬
逡
麟
事

務
室
兼
処
理
場
（
写
真
5
）
の
集
中
管
理
し
て
樋

．
涯
る
と
．
幅
ろ
馨
誘
舞
に
支
障

　
　
　
　
　
　
が
あ
っ
た
と
き
、
ど
逡
瞭
支
障
解

起
き
て
糖
る
の
か
を
知
…
ら
慧
て
く

れ
、
鱒
ち
早
く
処
置
矯
き
る
よ
う

に
な
っ
て
協
ま
す
。
次
に
護
謹

は
空
調
室
（
写
翼
癒
）
懸
臭

恥
の
出
る
場
所
の
排
気
を

し
た
り
空
気
を
送
っ
た

り
す
る
と
こ
ろ
で
す
．
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介
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田中　　　・

滝沢本1
麻優ちゃん

　
下
水
道
に
し
て
家
族
た
い
へ
ん

喜
ん
で
い
ま
す
。
田
舎
で
あ
り
な

が
ら
都
会
の
生
活
が
出
来
る
よ
う

に
な
っ
た
こ
と
が
う
れ
し
い

　
麻
優
ち
ゃ
ん
、
泰
介
く
ん
も
水

洗
に
な
っ
て
う
れ
し
い



、
崎
邉

山
渡

　
工
場
の
新
築
が
タ
イ
ミ
ン
グ
よ

く
で
き
た
の
で
通
水
で
き
ま
し
た
。

今
ま
で
も
水
洗
で
し
た
が
や
っ
ぱ

り
ニ
オ
ィ
カ
な
く
て
と
て
も
快
適

で
す
。

　
住
宅
が
ま
だ
で
す
の
で
、
早
く

入
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
自
然
の

た
め
に
も
下
水
道
が
出
来
て
よ
か

っ
た
で
す
。

　　　　　、し

蕪誰

　
　
ん

　
　
さ

　
　
源

　
　
慈

－
中
谷

　
田
関

　
汲
み
取
り
水
洗
だ
っ
た
が
月
に

4
千
円
か
ら
5
千
円
か
か
っ
て
い

た
。
下
水
道
に
か
え
て
も
こ
の
く

ら
い
で
す
む
し
、
何
と
い
っ
て
も

快
適
に
な
っ
た
こ
と
が
一
番
。
ぜ

ひ
、
皆
さ
ん
か
ら
も
自
然
環
境
の

た
め
に
加
入
し
て
も
ら
い
た
い
。
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ど
こ
に
大
き
な
プ
糖
ぺ
う
が
勘
3
あ
？

　
¢
や
1
今
度
は
、
汚
水
を
処
理
す
る
と
こ
ろ
を
見
て
み

ま
し
ょ
う
。
み
ん
な
の
家
庭
か
ら
だ
さ
れ
た
汚
水
は
、
ま

ず
こ
こ
の
沈
砂
池
・
揚
水
施
設
（
写
真
7
）
に
入
り
大
き

鞍
ゴ
ミ
や
砂
を
取
り
除
き
ま
す
、

　
次
に
汚
水
は
、
活
性
汚
泥
を
加
え
た
オ
キ
シ
デ
書
シ
ョ

ン
デ
ィ
ッ
チ
槽
（
写
真
8
）
に
送
ら
れ
、
こ
こ
で
大
き
な

プ
ロ
ペ
ラ
を
廻
し
て
空
気
を
供
給
し
、
微
盤
物
溺
汚
物
を

食
べ
沈
殿
し
ま
す
．

　
次
磁
送
ら
紅
る
の
が
最
終
沈
殿
池
（
写
真
9
）
、
■
こ
ζ
で

最
終
的
に
汚
泥
を
沈
殿
さ
せ
、
き
薦
磧
に
嶽
っ
だ
圭
澄
水

だ
け
を
塩
素
混
和
池
騰
写
真
墨
◎
〉
磁
送
塑
ま
ず
、
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紫
れ
騨
に
熔
つ
た
水
倦
？

　
段
階
を
通
欝
て
き
れ
嶺
に
さ
れ

艶
汚
水
は
最
後
磁
塩
素
混
和
漉
で

消
毒
さ
れ
、
再
び
水
磁
生
ま
れ
変

わ
蓼
鷲
、
鎌
氷
賂
か
窃
循
濃
期
に

流
灘
込
灘
裟
塗
。

部トキさん
　名那ちゃん

　
汲
み
取
り
だ
っ
た
の
で
す
が
下

水
道
に
し
た
ら
ハ
エ
が
い
な
く
な

り
ま
し
た
し
、
ニ
オ
イ
も
な
く
な

り
ま
し
た
。
子
ど
も
も
ト
イ
レ
が

気
持
ち
い
い
と
い
っ
て
い
ま
す
。

　
家
族
全
員
が
喜
ん
で
い
ま
す
。

上山
上原知恵さん

　
今
ま
で
よ
り
生
活
が
快
適
に
な

っ
た
と
思
い
ま
す
。
一
番
快
適
に

思
う
の
が
や
は
り
ト
イ
レ
だ
と
思

い
ま
す
。
　
下
水
道
に
今
後
加
入

者
が
増
え
る
こ
と
で
中
里
村
の
自

然
が
残
さ
れ
て
い
く
の
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
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難
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瑠
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籠
　
騨灘

一

第
一
－
＋
回
村
民
体
育
祭

　
7
月
2
8
日
㈲
、
中
里
中
学
校
グ
ラ

ウ
ン
ド
に
お
い
て
、
「
第
二
十
回
村
民

体
育
祭
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
午
前
中
の
み
と
い
う
は

じ
め
て
行
わ
れ
る
大
会
と
な
り
ま
し

た
が
、
ギ
ラ
ギ
ラ
照
り
つ
け
る
太
陽

の
下
、
村
民
が
一
丸
と
な
っ
て
チ
ー

ム
の
た
め
に
パ
ワ
ー
を
全
開
し
て
競

技
と
応
援
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。
開

始
早
々
か
ら
応
援
に
熱
が
入
り
、
競

技
で
も
各
チ
ー
ム
か
ら
選
抜
さ
れ
た

選
手
が
白
熱
し
た
戦
い
を
繰
り
広
げ

た
中
、
み
ご
と
第
3
チ
ー
ム
が
優
勝

旗
を
手
に
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
応
援
賞
は
各
チ
ー
ム
と
も

色
あ
ざ
や
か
な
衣
装
で
、
趣
向
を
こ

ら
し
た
応
援
合
戦
が
行
わ
れ
た
中
、

最
優
秀
賞
に
第
3
チ
ー
ム
が
選
ば
れ

競
技
、
応
援
の
ダ
ブ
ル
受
賞
と
な
り

ま
し
た
。

☆
競
技
の
部

　
第
一
位

　
第
二
位

　
第
三
位

　
第
四
位

　
第
五
位

　
第
六
位

☆
応
援
の
部

　
最
優
秀
賞

　
優
秀
賞

　
熱
　
演
　
賞

　
ア
イ
デ
ア
賞

　
ユ
ー
モ
ア
賞

　
は
つ
ら
つ
賞

第
3
チ
ー
ム
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6
チ
ー
ム

第
ー
チ
ー
ム

第
5
チ
ー
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第
4
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ー
ム
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2
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ー
ム

第
3
チ
ー
ム
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4
チ
ー
ム

第
5
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ー
ム

第
6
チ
ー
ム

第
2
チ
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ム

第
ー
チ
ー
ム
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．
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村内小学校親善
　　水泳大会行われる！

《大会記録》
魂懸5蒸葬嚢子　　50耀｝自由形 矧瞳5覇蔭男子　　5⑧厩簿毒籔由形

1位滝澤かなえ倉俣小　　41”60 1位服部　裕樹田沢小　　38”40

2位南雲真実子貝野小　　41”80 2位岡村　勇二田沢小　　46”30

3位樋口　弘美高道山小42”50 3位中島　寛文貝野小　　42”50

嚢6隼寮子　50鵬臼由形 ★6年男子翻胴自由形

1位藤ノ木良美清津峡小　41”60 1位山本　辰則田沢小　　38”70

2位樋口　有香高道山小41”70 2位鈴木　　彰田沢小　　40”20

3位村山　陽子田沢小　　41”90 3位樋口　良幸貝野小　　40”90

3位涌井　友子田沢小　　41”90

嚢5年女子　50鵬平濠ぎ 糞5隼男子50鵬平泳ぎ

1位根津　莉乃田沢小　　52”90 1位樋口　寿郎高道山小　55”00

2位小柳由布子田沢小　1’04”70 2位廣田　憲幸田沢小　　58”80

3位井ノ川靖子田沢小　1105”70 3位南雲　　翼貝野小　　59”50

嚢6隼嚢子　50鵬平濠ぎ、 ★6奪男子50m平泳ぎ、
1位藤ノ木良美清津峡小48”70 1位島田　裕平倉俣小　　48”30

2位井ノ川　望田沢小　　52”40 2位吉楽実代志田沢小　　48”40

3位吉楽　直美貝野小　　53”20

灘5難璽暴　50鵬背議ぎ 糞5錐男景5踊背泳ぎ
1位樋口　弘美高道山小55”50 1位服部　裕樹田沢小　　48”90

2位上原　佳織田沢小　　58”70 2位藤田　理生田沢小　　53”60

3位山田　典子田沢小　1’04”50 3位山田　亮太清津峡小1’04”50

嚢6隼繋子50辮背泳ぎ ★6隼男子　5⑧鵬背泳ぎ

1位樋口　有香高道山小47”70 1位高橋　拓也倉俣小　　59”50

2位村山　陽子田沢小　　50”90 2位桐生　祥宏貝野小　　59”90

3位小柳　美穂田沢小　　58”10 3位斎喜　英哲倉俣小　rOO”80

嚢5奪嚢蓬50鵬バダフ灘‘ 嚢5隼男子　5⑧爾戴タフう躍

1位南雲真実子貝野小　　50”52 1位大口　直也倉俣小　　50”90

2位上原　佳織田沢小　　50”54 2位岡村　勇二田沢小　1’02”40

3位樋口　歩美高道山小1〆00”20 3位中島　寛文貝野小　1’03”80

糞癒錐嚢子　　5⑧鵬ノ磁タ；7う擁； 嚢6隼男子　舗繭バタフう耀

1位鈴木　秋奈倉俣小　　49”90 1位遠田　大介田沢小　　44”80

2位鈴木　彩加倉俣小　　50”60 2位富井　善宇田沢小　1’08”60

3位中島　裕子貝野小　　58”80 3位羽鳥　　勝貝野小　r12”80

嚢5隼嚢子　麹0鵬自由形　’ ★5隼男蚤　憩O鵬鐵菌形

1位滝澤かなえ倉俣小　1’34”00 1位樋口　寿郎高道山小1’44”90

2位樋口　友美田沢小　r48”00 2位廣田　聡史田沢小　1’57”60

3位樋口　歩美高道山小r48”80 3位鈴木　伸行清津峡小r58”00
嚢β藩嚢子　　玉oo襯薗由形 嚢6隼男華　憩o鵬欝由形

1位樋口　有香高道山小1’33”00 1位遠田　大介田沢小　1’24”00

2位鈴木　秋奈倉俣小　1’37”10 2位古高　　亮高道山小1’43”60

3位涌井　友子田沢小　1’37”70 3位村山　春貴田沢小　1’46”50

癒5無嚢子　歪O◎鵬讐泳ぎ ★5隼男子　　ユ⑧O醗平泳ぎ

1位根津　莉乃田沢小　2’01”40 1位樋口　寿郎高道山小1’50”00

2位井ノ川靖子田沢小　2〆19”50 2位廣田　憲幸田沢小　2’10”00

3位清水　賢志田沢小　2’16”90

嚢6隼糞子　鎗O爾醗溝ぎ 糞6無男醗　　籔｝⑧鵬癖霧撫ぎ

1位井ノ川　望田沢小　1’55”40 1位山本　辰則田沢小、1’45”80

2位吉楽　直美貝野小　1’57”00 2位島田　裕平倉俣小　1’53”70

3位鈴木　恵子高道山小1’57”10 3位吉楽実代志田沢小　2’02”90

嚢5隼嚢子　100m背泳ぎ 嚢5錐男子　10働背泳ぎ
1位山田　典子田沢小　2’36”90 1位藤田　理生田沢小　1’59”80

嚢6隼繋子　憩0醜背泳ぎ 嚢6難男子　憩愈襯背泳ぎ

1位村山　陽子田沢小　2’00”50 1位桐生　祥宏貝野小　2’05”70

2位阿部真由美貝野小　2’05”10 2位高橋　拓也倉俣小　2’10”00

3位井口　明子田沢小　2’11”70 3位樋口　達也田沢小　2’15”10

　
夏
休
み
中
の
7
月
3
0
日
㈹
、

田
沢
小
学
校
プ
ー
ル
に
お
い
て
、

村
内
5
、
6
年
生
の
親
善
水
泳

大
会
が
行
わ
れ
、
各
種
目
に
熱

戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

競
技
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
で
す

が
、
応
援
で
も
児
童
は
プ
ー
ル

サ
イ
ド
か
ら
精
一
杯
声
を
出
し

選
手
に
応
援
し
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
父
兄
の
方
々
も
応
援

に
か
け
つ
け
声
援
を
送
っ
て
い

ま
し
た
。

　
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

礁・鎌毒慶

艶

難
轄
．
　
　
　
・
、
　
憲
∵
『
難

　
　
　
　
　
　
　
　
　
燃
、
戴

魑

難灘 　
鑑

齋喜、濱野両氏に

感謝状贈られる

　
人
権
擁
護
委
員
の
齋
喜
正
甫
さ
ん

（
倉
俣
）
と
濱
野
孝
司
さ
ん
（
田
沢
）
に

「
法
務
省
人
権
擁
護
局
長
感
謝
状
」
が

贈
ら
れ
、
8
月
5
日
、
村
長
か
ら
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。

　
齋
喜
さ
ん
、
濱
野
さ
ん
は
、
昭
和
5
8

年
6
月
か
ら
人
権
擁
護
委
員
に
委
嘱
さ

れ
、
活
動
に
取
り
組
み
、
現
在
に
い
た

っ
て
お
り
ま
す
。

　
本
表
彰
は
、
齋
喜
、
濱
野
両
氏
の
多

年
に
わ
た
る
人
権
擁
護
活
動
の
功
績
が

認
め
ら
れ
贈
ら
れ
た
も
の
で
す
。

濱野孝司さん 齋喜正甫さん

5 広報なカ、さと　　　平成8年8月10日



十日町地域消防本部
　　　南分署の起工式行われる

　
中
里
詰
所
と
津
南
分
派
所
を
統
合
す
る
「
十
日
町
消

防
本
部
南
分
署
」
建
設
の
起
工
式
が
7
月
3
0
日
行
な
わ

れ
ま
し
た
。

　
現
在
あ
る
十
日
町
地
域
消
防
本
部
中
里
詰
所
は
職
員

2
名
が
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
が
出
動
体
制
が
組
め
な
い

こ
と
、
消
防
団
の
指
導
、
消
防
演
習
な
ど
十
分
な
体
制

が
組
め
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
津
南
分
遣
所
と
統
合
し
て

事
務
改
善
等
を
図
る
た
め
機
能
統
合
す
る
も
の
で
す
。

建
設
さ
れ
る
場
所
は
、
津
南
、
中
里
の
全
地
区
を
出
動

地
域
と
す
る
た
め
、
津
南
町
卯
ノ
木
で
中
里
寄
り
に
建

設
さ
れ
、
災
害
等
が
お
き
た
場
合
、
本
署
よ
り
の
出
動

よ
り
南
分
署
か
ら
の
出
動
の
方
が
現
場
到
着
が
早
く
な

り
ま
す
。

　
こ
の
施
設
は
平
成
9
年
4
月
1
日
よ
り
ス
タ
ー
ト
す

る
分
署
で
、
施
設
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
建
て
4
階
で

1
階
が
車
庫
、
中
2
階
が
倉
庫
、
3
階
が
事
務
所
、
会

議
室
に
な
っ
て
い
ま
す
。
配
備
さ
れ
る
車
は
、
消
防
車

1
台
、
予
備

車
と
し
て
化

学
車
か
タ
ン

ク
車
を
1

台
、
救
急
車

－
台
、
指
揮

連
絡
車
1
台

の
車
を
配
備

す
る
予
定
で

す
。

繊
『欝

　
市
之
越
集
落
に
は
、
中
里
村
の
史

跡
に
も
指
定
さ
れ
て
い
る
め
ず
ら
し

い
「
梵
天
様
の
船
石
」
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
梵
天
船
石
の
と
こ
ろ
を
市
之

越
集
落
で
は
平
成
8
年
度
集
落
環
境

整
備
事
業
（
村
単
）
で
参
道
と
駐
車

場
を
完
備
し
ま
し
た
。

　
梵
天
様
の
船
石
は
言
い
伝
え
に
よ

り
ま
す
と
「
昔
天
気
の
良
い
日
に
一

寸
六
分
（
約
六
㎝
）
の
黄
金
の
神
様

が
大
き
な
石
に
乗
っ
て
天
か
ら
梵
天

森
、
（
現
在
の
清
津
ス
キ
ー
場
リ
フ
ト

脇
の
森
）
に
舞
降
り
て
き
ま
し
た
。

翌
朝
、
村
人
た
ち
は
総
出
で
大
き
な

ソ
リ
を
造
り
船
石
と
神
様
を
現
在
の

場
所
ま
で
運
び
宮
を
造
り
梵
天
様
と

し
て
崇
拝
し
て
い
ま
す
。
」
こ
ん
な
言

い
伝
え
と
ロ
マ
ン
の
あ
る
船
石
で
す
。

詳
細
は
碑
に
刻
ん
で
あ
り
ま
す
。

夏
休
み
に
親
子
で
、
ぜ
ひ
、
観
察
（
幾

日
も
日
照
り
が
続
い
て
も
船
石
の
く

ぼ
み
に
溜
っ
た
水
は
枯
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
せ
ん
）
に
お
い
で
い
た
だ
き
、

宿
題
の
一
つ
に
で
も
利
用
し
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

6

蘭、

中
里
村
消
防
団
本
部
分
団

　
　
　
　
　
ポ
ン
プ
車
操
法
7
連
覇
の
偉
業
〃

　
7
月
2
1
日
、
炎
天
下
で
行
わ
れ
た
、

新
潟
県
消
防
協
会
中
魚
沼
支
会
主
催

に
よ
る
「
第
二
十
四
回
ポ
ン
プ
操
法

競
技
会
」
に
お
い
て
、
中
里
村
消
防

団
本
部
分
団
（
分
団
長
　
富
井
利
明
）

は
、
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
に
お
い
て
、

七
年
連
続
の
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
基
本
と
な
る
操
法

技
術
の
向
上
と
消
防
団
員
の
士
気
の

高
揚
を
め
ざ
し
毎
年
行
わ
れ
て
る
も

の
で
、
過
去
に
は
県
支
会
、
全
国
大

会
に
も
出
場
し
、
そ
の
レ
ベ
ル
は
高

い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
優
勝
は
団
員
が
、
暑
い
中
、

毎
夜
遅
く
ま
で
練
習
を
か
さ
ね
た
結

果
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
大
会
の
操
作
員
は

・
指
揮
者

・
一
番
員

・
二
番
員

・
三
番
員

・
四
番
員

鈴上山上中
木原本原沢

彦聡騎剛垂

　
な
お
、
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
で

は
、
第
四
分
団
の
宮
中
チ
ー
ム
が
第

二
位
に
入
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
プ
〆



　
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
磨
き
は
、
局
長
を

は
じ
め
職
員
十
六
人
で
行
な
い
、
村

内
の
一
四
七
枚
を
磨
い
た
り
、
向
き

の
調
整
を
行
な
い
ま
し
た
。

た『て頃とアる
oい’村活さ6

郵
便
局
職
員
石
ふ

活
動
誓
実
施
〃

月
3
0
日
㈲
、
郵
便
局
職
員
が
「
ふ

と
づ
く
り
活
動
」
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ

動
）
と
し
て
、
交
通
事
故
防
止

内
の
環
境
美
化
を
図
ろ
う
と
日

郵
便
配
達
等
で
お
世
話
に
な
っ

る
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
を
磨
き
ま
し

丁
、ぐ

）“

く
り

老
人
ク
う
プ
連
合
会
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
鞭
、
　
　
　
　
7
月
3
0
日
、
倉
俣
グ
ラ
ウ
ン
ド
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
轟
羅
　
　
三
チ
ー
ム
の
頂
点
に
た
っ
た
の
は
上

　
　
　
　
　
　
　
、
■
翠

　
　
　
　
　
ー
羅
灘
鯉
　
．
　
　
　
第
一
位
上
山
A

　
　
　
　
　
　
『
錬
．
錘
　
　
　
　
　
　
　
第
二
位
白
寿
会

　
　
　
　
　
　
　
．
糠
　
　
　
．
　
　
　
第
三
位
　
共
和
会
A

任期：平成8年7月20日～平成11年7月19日

集　落 氏　　名 選挙選任の別 担　当　地　区

田　沢 石　澤利　三 選　　　挙 芋沢・田沢・東田沢

如来寺 井ノ川政一郎 　’選　　，挙 如来寺・豊里

小　原 樋　口　正　次 選　　　挙 桂・小原

上　山 上　原　英和 選　　　挙 上山・田中

干　溝 江　口　耕三 選任（議会） 干溝

荒　屋 樋　口　富　行 選　　　挙 荒屋・山崎

通り山 樋　口　正　夫 選　　　挙 桔梗原・通り山・芋川新田

朴木沢 樋　口　　　仁 選　　　挙 高道山・朴木沢・市之越・鷹羽

白羽毛 太　島　貞　義 選　　　挙 朴木沢新田・白羽毛

程　島 南　雲　宗　司 選任（共済） 程島・東田沢・西方・西田尻

葎　沢 山　本　正則 選　　　挙 角間・葎沢・土倉・倉下・小出

芋　川 根　津　正　平 選　　　挙 芋川

芋　川 鈴　木　　　茂 選任（議会） 原町・新里

倉俣 大　島　雅　裕 選　　　挙 倉俣

重　地 大　口　哲　男 選　　　挙 重地

重　地 大口弥寿治 選任（農協） 清田山

田　代 山　田　繁信 選　　　挙 下山・田代

新屋敷 羽鳥忠一郎 選　　　挙 新屋敷・本屋敷

堀之内 南　雲　吉　孝 選　　　挙 堀之内

宮　中 村　山　正利 選　　　挙 宮中

　
農
業
委
員
会
は
選
挙
に
よ
る
委
員
1
6
人
と
村
長
が
選
任
す
る
委
員
4
人
の
計
2
0
人
で
構
成
さ
れ
、

会
長
に
干
溝
の
江
口
耕
三
さ
ん
、
会
長
代
理
に
堀
之
内
の
南
雲
吉
孝
さ
ん
が
就
任
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
3
年
間
、
村
の
農
政
の
た
め
に
活
躍
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
委
員
の
担
当
地
区
は
表
の
と
お
り
で
す
の
で
経
営
規
模
、
農
業
後
継
者
、
農
業
者
年
金

な
ど
何
で
も
お
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

7 広報なか・さと　　　平成8年8月10日



水質検査
検査項目 氷質墓準 検査成績

一　　般　　細　　菌 lm2中100以下 1
大　　腸　　菌　　群 検出されないこと 検出しない

硝酸性及び亜硝酸性窒素 10mg／2以下 1．0

鉄 0．3mg／2以下 0．03未満

塩　素　イ　オ　ン 200mg／2以下 7．0

硬　　　　　　　　度 300mg／2以下 44

蒸　発　残　留　物 500mg／2以下 94

有　　機　　物　　等 10mg／2以下 0．6

P　　　H　　　値 5．8～8．6 7．3

味 異常でないこと なし

臭　　　　　　　　気 異常でないこと 奪し

色　　　　　　　　度 5度以下 1未満

濁　　　　　　　　度 2度以下 0．5未満

アンモニア性窒素 0．1未満

トリクロロエチレン 0．03mg／2以下 0．001未満

テトラクロロエチレン 0．Olmg／2以下 0．001未満

1，1，1一トリクロロエタソ 0．3mg／2以下 、0．001未満

四　塩　化　炭　素 0．002mg／2以下 0．0002未満

1，2一ジクロロエタン 0．004mg／2以下 0．0004未満

1，トジクロロエチレン 0．02mg／2以下 0．002未満

ジクロ　ロメタン 0．02mg／2以下 0．002未満

シスー1，2一ジクロロエチレン 0．04mg／2以下 0．004未満

1，1，2一トリクロロエタン 0．006mg／2以下 0．0006未満

　　　　働ベ　　　ン　　　ゼ　　　ン 0．Olmg／2以下 0．001未満

ク　ロ　ロ　ホ　ル　ム 0．06mg／2以下 0．0引未満

ジブロモクロロメタン 0．lmg／2以下 0．0引未満

ブロモジクロロメタン 0．03mg／2以下 0．001未満

“
フ
　 ロ　モ　ホ　ル　ム 0．09mg／2以下 0，004

総トリハロメタン 0．lmg／2以下 0，004

カ　　ド　ミ　ウ　ム 0．OImg／2以下 0．001未満

水　　　　　　　　銀 0．0005mg／2以下 0．00005未満

セ　　　　レ　　　　ン 0．Olmg／2以下 0．001未満

鉛 0．05mg／2以下 0．001未満

ヒ　　　　　　　　素 0．OImg／2以下 0．001未満

六　価　ク　ロ　ム 0．05mg／2以下 0．005未満

シ　　　　　ア　　　　　ン 0．Olmg／2以下 0．001未満

フ　　　ツ　　　素 0．8mg／2以下 0．08未満

亜　　　　　　　　鉛 1．Omg／2以下 0．02

銅 1．Omg／珍以下 0．Ol未満

ナ　　ト　リ　ウ　ム 200mg／2以下 7．9

マ　　ン　　ガ　　ン 0．05mg／2以下 0．005未満

陰イオン界面活性剤 0．2mg／2以下 0．02未満

フ　ェ　ノ　ール類 0．005mg／2以下 0．005未満

　　　　Ol，3一ジクロロフロペン 0．002mg／2以下 0．0002未満

チ　　ウ　　ラ　　ム 0．006mg／2以下 0．0006未満

シ　　　マ　　　ジ　　　ン 0．003mg／2以下 0．0003未満

　　　　　　φチオベンカルフ 0．002mg／2以下 0．002未満

◎

　
遠
い
昔
か
ら
、
生
命
を
は
ぐ
く
ん

で
き
た
水
は
、
地
球
上
の
す
べ
て
の

生
命
に
と
っ
て
欠
か
せ
な
い
も
の
で

す
。
水
の
大
切
さ
に
つ
い
て
も
う
剛

度
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

定
期
的
に

　
　
　
水
質
検
査
を

　
　
　
　
　
し
て
い
ま
す

　
ふ
だ
ん
何
気
な
く
使
っ
て
い
る
水

道
水
は
ど
の
よ
う
に
管
理
さ
れ
て
い

る
の
で
し
ょ
う
か
。
村
で
は
み
な
さ

ん
が
毎
日
使
っ
て
い
る
水
道
水
が
安

全
か
、
そ
し
て
き
れ
い
な
水
で
あ
る

か
ど
う
か
、
定
期
的
に
水
道
水
の
水

質
を
検
査
し
て
い
ま

水
質
検
査
を
水
質
基

み
な
さ
ん
が
安
心
し

水
で
あ
る
こ
と
を
確

今
回
は
6
月
に

行
り
た
検
査
の
Φ

中
力
ら
中
央
簡

易
水
道
の
結
さ
ハ

矯
ら
せ
し
。

そ
し
て
、

照
ら
し
て
、

用
で
き
る

て
い
ま
す
。

響
．
講

㎜
認
斧

　　　　さあ一欝力磯撲よう鰹

．溝田幽臼然運動公園ま9ゆへ

　　とき8周糧5睡㈱
　　　　竿繭魎蹄がら午後鐙時欝B分

　　と蕊篠溝田幽鐵然運動公園

＠うなぎのつ幾み穣り

　羅團麗・一・一◎一・・一…鱒態3醗》綱i⑧⑧

　2國圏・一・一一一一噂・給三◎◎醐3：30

◎雪の溜り台一・一…“・一駕1◎◎贈〉

　雪の斜面をソりで溝るう諸

◎雪玉まと当てゲ囎幽・・・…鋼：◎O～綱：30

　雪遜を投げてまとに当たると賞翻がもらえるよ麟

◎フり一スロー・ゲー幽

◎ベツト蝋鷺トル臼ケツト蟻蕊融嚢ン汰饗

＠雷顯塞さ瀞じ

◎公園諜つ嬢蝉鯉ンi飛塞《δ
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平
羅
懸
蒙
縫
雛
雪
住
宅

普
羅
獺
鑓
嚢
業
糠
勤
金

O
申
遷
鐵
欝
鎚
爲
欝
日

≧
で
に
1

　
村
で
は
、
克
雪
住
宅
の
普
及
を
図

る
た
め
建
設
費
の
一
部
を
補
助
す
る

事
業
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
本
年

度
の
申
込
み
は
1
0
月
31
日
で
締
切
り

で
す
の
で
、
申
込
み
手
続
き
の
お
済

で
な
い
方
は
建
設
課
管
理
係
ま
で
お

申
込
く
だ
さ
い
。

期
限
を
過
ぎ
ま
す
と
補
助
対
象
に

な
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

赤
誰
馨
毅
憲
法

　
　
噸
鍵
講
饗
鑛
鋤

　
　
　
　
　
　
灘
蒙
内

◆
目
時
　
9
月
B
日
～
1
6
日

　
　
　
　
　
　
午
前
9
時
～
5
時

◆
会
場
　
十
日
町
市
保
健
セ
ン
タ
ー

◆
講
師
　
救
急
法
指
導
員

　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
敏
夫

◆
講
習
内
容

　
　
救
急
法
概
論
、
包
帯
法
、
止
血

　
法
、
蘇
生
法
、
運
搬
法
等
の
理
論

と
実
技

　　私ぽ今集翻歳にな9ます。国撮隼金票帳は持ってい

　　ま塗が保険料は紬め竃お鱗ま悲鑑。二れから納めて

も掛け捨驚礁なるの驚今後遇納める気はあ秘ません。

　　掛は捨てに鞍ら嶽脚方法溺あり象灘の灘、あきらめ

　　　な臨驚雛くださ麟。あな蝋講まこ蕊か鑛窃の歳談で加入し

竃も2の隼闘となの、隼金を受けるのに必要懸25年磁5年不

足する滋とに嶽姿ます溝、β0歳から65歳韓懸る象響の聞任

意加入する謹と溺譲きますの懸、ζ灘を利翔すiると、25年

の受給資絡顯闘を溝驚灘謹と溝驚きるよう縫懸嬢ま塗。ま：

癒、平成7隼4摺ま塑、露辮鰯5歳謙趨認欝鷹満鞄嶽恥

場糞は驚◎歳象欝の閥磁麗舘に癒る謙鐙園疑隼金磁任慧加入

すること熱驚き諜誘。しだ輝っ羅、4⑧歳が彦加澱惣保険料

を納め蓬も掛嫉捨誕鷹鞍るζ選はあ姿ま懸駕移、諜濾その

闘磁野一不慮の事故磁おっ驚場喬驚は．障警墓礎隼金や逡

族墓礎集金の懸象獲も懸斡象す。今熱疹、灘ツ灘繋愚保険

料蓬納め誕、’隼金を確実麟もの羅し謙麟よう。

◆
参
加
資
格

　
　
満
1
5
歳
以
上
の
方
で
、
講
習
の

　
全
日
程
に
参
加
で
き
る
方
。

◆
定
員
　
3
0
名

◆
参
加
料
　
二
、
○
○
○
円

◆
持
参
す
る
も
の

　
　
筆
記
用
具
、
実
技
の
で
き
る
服

　
装
、
昼
食

◆
資
格
交
付

　
　
講
習
に
全
時
間
出
席
し
、
最
終

　
日
に
行
う
学
科
と
実
技
検
定
で
8
0

　
点
以
上
の
成
績
を
修
め
た
方
に
、

　
赤
十
字
救
急
法
合
格
証
を
交
付
し

　
ま
す
。

◆
申
込
期
限

　
　
　
　
　
ラ

　
　
9
月
2
日
月

　
　
　
　
　
（

◆
お
申
込
及
び
問
い
合
わ
せ

　
赤
十
字
安
全
奉
仕
団

　
　
　
　
　
十
日
町
分
団
事
務
局

　
　
　
　
　
　
盈
5

7
1
3
1
1
1

　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
1
6
1
）

第
轟
回
糊
罠
護
簾
夕
大
会

　
　
参
姻
獲
募
蒙
欝

　
村
民
並
び
に
村
内
勤
務
者
で
、
ゴ

ル
フ
愛
好
者
の
親
睦
と
ス
ポ
ー
ツ
振

興
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
行
っ
て
い

ま
す
。
お
気
軽
に
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
日
時
9
月
1
6
日
（
振
休
）

　
　
午
前
1
0
時
3
0
分
会
場
集
合

◆
会
場

　
　
上
越
国
際
十
日
町
コ
ー
ス

◆
競
技
方
法

　
　
新
ペ
リ
ア
方
式

　
　
　
　
　
　
オ
ー
ル
6
イ
ン
チ

　
　
女
性
レ
デ
ィ
ー
ス
テ
ィ
使
用

◆
定
員
　
4
8
名
（
先
着
順
）

◆
会
費

　
　
参
加
費
三
、
○
○
○
円

　
　
懇
親
会
費
　
二
、
○
○
○
円

◆
申
込
み
締
切
り

　
　
8
月
31
日
㈲

◆
そ
の
他

　
　
参
加
申
込
み
さ
れ
た
方
に
は
、

　
後
日
、
詳
細
に
つ
い
て
連
絡
い
た

　
し
ま
す
。

◆
申
込
み
及
び
問
い
合
わ
せ
先

　
　
教
育
委
員
会
　
社
会
教
育
課

　
　
　
　
　
　
　
智
6

3
1
4
4
7
8

引
懲
揚
醗
、
欝
諭

　
　
　
　
　
霧
馨
聾
馨
、

　
税
関
で
は
、
終
戦
後
の
混
乱
期
に

戦
地
か
ら
引
き
揚
げ
て
き
た
方
々
が
、

当
時
国
内
に
持
ち
こ
む
こ
と
が
で
き

な
く
て
税
関
な
ど
に
預
け
た
通
貨
や

証
券
な
ど
を
お
返
し
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
昭
和
2
8
年
か
ら
実
施
さ
れ

て
い
る
も
の
で
、
お
心
当
た
り
の
方

は
、
お
気
軽
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　
お
返
し
す
る
通
貨
等
は
次
の
も
の

で
す
。

◎
終
戦
後
、
外
地
か
ら
引
き
揚
げ
て

こ
ら
れ
た
方
々
が
、
上
陸
地
の
税
関
・

海
運
局
に
預
け
た
通
貨
・
証
券
な
ど
。

◎
外
地
の
集
結
地
に
お
い
て
、
総
領

「
事
館
な
ど
に
預
け
た
証
券
な
ど
の
う

ち
、
そ
の
後
、
日
本
に
返
還
さ
れ
た

も
の
。

　
こ
れ
ら
の
手
続
き
は
本
人
だ
け
で

な
く
、
家
族
の
方
々
も
問
い
合
わ
せ

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
実

際
に
預
け
た
か
ど
う
か
不
明
の
場
合

で
も
調
査
で
き
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

な
お
、
上
陸
港
が
新
潟
以
外
で
も
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
新
潟
税
関
支
署
統
括
監
視
官
部
門

　
〒
9
5
0

　
　
新
潟
市
竜
が
島
1
1
ε
ー
4

　
　
　
　
　
新
潟
港
湾
合
同
庁
舎
内

　
鱈
0
2
5
－
2
4
4
1
9
3
1
4

女
§
3
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鐵
霧

⑭
酬
識
灘

　
　
東
よ
中
る
楽

歳
女
し
家

　
　
　
て
　
　
て

ん
妻
く
ん
　
て

や
　
　
た
　
　
乗
し

　
　
ん

　
　
　
　
　
　
　
が
る
て
た

　
　
　
　
　
　
　
が
　
・
し
つ

　
　
　
　
　
　
　
ン
て
ま
た

　
　
　
　
　
　
　
マ
み
め
し

　
　
　
　
　
　
　
の
て
　
　
少

　
　
　
　
　
　
　
ビ
つ
ま

　
　
　
　
　
　
　
レ
な
で
が

　
　
　
　
　
　
と
テ
　
　
　
た

　
　
　
　
　
　
こ
ま
子
起

遊
春
車
後
の
　
　
　
寝
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ん

出
う
や
ん
る
　
で
す

　
　
　
ち
や
い
春
き
　
　
ま

外
と
　
ち
で
干
好
う
れ

　
　
　
お
え
ん
　
　
大
そ
く

農
業
網
饗
遡
簸

免
税
議
簸
嚢
樹
鞍
灘
い
マ

　
収
穫
、
秋
耕
用
の
免
税
証
の
交
付

を
次
の
日
程
で
行
な
い
ま
す
。

◆
交
付
日
　
8
月
2
6
日
㈲

◆
交
付
場
所

　
　
十
日
町
総
合
庁
舎

　
　
　
第
一
会
議
室
（
新
館
1
階
）

◆
交
付
時
間

　
　
午
前
1
0
時
～
午
後
3
時
ま
で

◆
必
要
書
類

　
・
免
税
軽
油
使
用
者
証
ま
た
は
免

　
　
税
証
共
同
交
付
申
請
明
細
書

　
・
耕
作
面
積
証
明
書

　
　
（
農
業
委
員
会
で
証
明
し
ま
す
）

　
・
印
鑑

　
　
（
共
同
の
場
合
は
全
員
の
印
鑑
）

　
・
機
械
を
購
入
し
た
場
合
は
、
販

　
　
売
証
明
書
と
カ
タ
ロ
グ

　
・
免
税
証
交
付
申
請
書

　
　
（
交
付
会
場
に
あ
り
ま
す
）

◆
注
意
事
項

　
・
道
路
運
送
車
両
法
第
4
条
の
規

　
　
定
に
よ
り
登
録
を
受
け
て
い
る

　
　
機
械
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

　
・
大
口
精
算
組
合
の
方
は
、
即
日

　
　
交
付
が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り

　
　
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
　
十
日
町
財
務
事
務
所
　
課
税
課

　
　
　
　
　
　
　
担
当
　
滝
沢
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
盈
5

7
1
5
5
1
2

園
糠
被
穣
．
険
欝
鋤
砦
下
ん
へ
！

9
趨
灘
網
麟
難
国
爵
健
康

保
険
証
燃
藝
継
難
鱗
響

　
国
民
健
康
保
険
証
が
9
月
－
日
よ

り
更
新
さ
れ
ま
す
。

　
皆
さ
ん
が
使
用
し
て
い
る
保
険
証

は
8
月
31
日
で
有
効
期
限
が
終
了
し

ま
す
。
学
生
で
保
険
証
の
交
付
を
受

け
て
い
る
人
、
出
稼
ぎ
等
で
遠
隔
地

の
保
険
証
を
持
参
し
て
い
る
人
は
更

鷹
．

新
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
新
し
い
保
険
証
の
交
付
を
受
け
た

ら
内
容
を
確
か
め
た
う
え
、
す
ぐ
に

受
診
し
て
い
る
病
院
の
窓
口
へ
保
険

証
を
提
出
し
て
確
認
し
て
も
ら
っ
て

く
だ
さ
い
。

　
新
し
い
保
険
証
は
8
月
末
に
区
長

さ
ん
の
と
こ
ろ
へ
お
届
け
し
ま
す
。

区
長
さ
ん
は
旧
保
険
証
と
引
換
え
に

新
し
い
保
険
証
を
お
渡
し
し
ま
す
の

で
、
遠
隔
地
等
も
含
め
て
旧
保
険
証

は
必
ず
お
返
し
く
だ
さ
い
。

「
贔
霧
灘
欝
蕪
教
整
』
の

　
　
　
　
．
獺
．
難
蘂
閤

　
肺
結
核
後
遺
症
、
肺
気
腫
、
気
管

支
拡
張
症
、
気
管
支
喘
息
な
ど
の
病

気
で
、
息
切
れ
、
せ
き
、
た
ん
な
ど

に
お
悩
み
の
方
、
同
じ
悩
み
を
持
つ

も
の
同
±
で
一
緒
に
学
ん
だ
り
お
話

し
ま
せ
ん
か
。
大
勢
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

◆
目
時

　
　
9
月
4
日
　
午
後
1
時
～
4
時

　
　
9
月
1
8
日
　
午
後
1
時
～
4
時

　
　
1
0
月
9
日
　
午
前
1
0
時
30
分
～

　
　
　
　
　
　
　
　
午
後
3
時
3
0
分

　
　
1
0
月
2
3
日
　
午
後
1
時
～
4
時

◆
会
場

　
　
十
日
町
市
身
体
障
害
者
福
祉
セ

　
　
ン
タ
ー
　
集
会
室

◆
内
容

　
・
肺
の
病
気
に
つ
い
て
の
医
師
の

　
　
講
話
や
個
別
相
談

　
、
・
呼
吸
の
仕
方
に
つ
い
て
の
実
技

　
　
指
導
、
参
加
者
同
士
の
座
談
会

　
・
栄
養
士
の
栄
養
の
話
、
保
健
婦

　
　
の
生
活
指
導
な
ど

◆
参
加
費

　
　
3
回
目
の
み
試
食
費
と
し
て
三

　
〇
〇
円
集
め
ま
す
。

◆
申
込
み

　
　
8
月
1
6
日
㈹
ま
で
に
十
日
町
保

　
健
所
地
域
保
健
課
「
息
ら
く
ら
く

　
教
室
」
担
当
者
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
費
5

7
1
2
4
0
0

　
　
参
加
申
込
み
さ
れ
た
方
に
は
、

　
保
健
婦
が
教
室
前
に
一
度
お
伺
い

　
し
ま
す
。

中
璽
麟
郷
墨
誰
研
究
会

Q
鶴
藁
難
藥
蒸
癒
う
マ

“
≧
叢

　
皆
さ
ん
の
中
で
郷
土
の
歴
史
爬
興

味
を
持
つ
て
い
る
方
は
い
ま
せ
ん
か
。

　
公
民
館
で
は
凸
村
の
歴
史
に
興
味

を
持
っ
て
い
る
方
に
集
ま
っ
て
い
た

だ
き
、
仮
称
「
中
里
村
郷
土
史
研
究

会
」
を
発
足
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
郷
土
の
歴
史
を
知
る
こ
と
は
、

村
づ
く
り
の
基
本
で
す
。
郷
土
の
歴

史
を
題
材
に
地
域
お
こ
し
が
各
地
で

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
、
現

在
の
中
里
村
を
築
い
て
く
れ
た
先
人

の
歴
史
を
ひ
も
と
き
、
こ
れ
か
ら
の

地
域
づ
く
り
に
活
か
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
公
民
館
で
は
、
こ
の
研
究
会
を
発

足
さ
せ
、
先
人
の
偉
業
や
貴
重
な
で

き
ご
と
等
を
小
冊
子
に
ま
と
め
て
い

け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
研
究
会
は
、
賛
同
者
が
自
分

た
ち
で
考
え
実
施
し
て
い
く
自
主
組

織
に
し
て
い
く
方
針
で
す
。

◆
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　
・
8
月
中
旬
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル

　
　
の
活
用

　
・
9
月
下
旬
　
発
足

◆
申
込
締
切

　
　
9
月
3
日
㈹

◆
申
込
及
び
お
問
合
せ
先

　
　
中
里
村
公
民
館

　
　
　
　
　
　
　
智
63
－
2
4
9
3

障
欝
欝
綴
漉
，
筋
の

　
　
覇
懲
繍
談
饗
櫛

　
　
　
　
開
獲
慧
鞭
馨
す

　
パ
ロ
ー
ワ
ー
ク
十
日
町
で
は
、
障

10



害
者
の
方
の
み
を
対
象
と
し
た
集
団
・

見
合
い
方
式
の
就
職
相
談
会
を
次
に

よ
り
行
い
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
で
き
る
だ
け
多
く
の

方
々
に
参
加
い
た
だ
き
完
全
参
加
、

完
全
平
等
の
実
現
に
ご
助
力
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

◆
日
時
　
9
月
1
8
日
㈱

　
　
　
　
　
　
　
午
後
2
時
～
4
時

◆
会
場
ク
ロ
ス
ー
0

　
　
　
　
　
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル

◆
参
加
申
込
事
業
所
数

　
　
　
　
1
5
事
業
所

◆
参
加
申
込
障
害
者
数

　
　
　
　
3
0
名

　
参
加
申
込
等
詳
細
の
点
に
つ
い
て

は
、
パ
ロ
ー
ワ
ー
ク
十
日
町
の
紹
介

係
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
盈
57
－
2
4
0
7

に
）
議
難
、
聯
、
き
．
．

　
平
成
7
年
1
1
月
1
日
か
ら
新
食
糧

法
と
改
正
農
産
物
検
査
法
が
施
行
さ

れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
生
産
者
は
、
計
画
出

荷
米
（
自
主
流
通
米
と
政
府
米
）
以

外
の
米
（
計
画
外
流
通
米
）
に
つ
い

て
は
、
希
望
に
応
じ
て
検
査
を
受
け

ら
れ
ま
す
。
こ
の
場
合
、
第
一
種
登

録
出
荷
取
扱
業
者
（
農
協
や
集
荷
商

人
）
に
委
託
し
て
検
査
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

◆
検
査
の
手
続
き

　
・
計
画
流
通
米
の
検
査
を
希
望
さ

　
　
れ
る
方
は
、
事
前
に
食
糧
事
務

　
　
所
に
連
絡
し
、
そ
の
指
示
を
受

　
　
け
て
く
だ
さ
い
。

　
・
検
査
請
求
は
、
検
査
請
求
書
で

　
　
行
い
、
あ
わ
せ
て
農
産
物
検
査

　
　
印
紙
に
よ
り
手
数
料
を
納
入
し

　
　
て
く
だ
さ
い
。

　
・
検
査
は
農
産
物
検
査
官
が
行
い
、

　
　
そ
の
結
果
を
証
明
し
ま
す
。

◆
留
意
事
頂

　
・
検
査
受
付
の
条
件
は
、
計
画
出

　
　
荷
米
と
同
様
（
3
0
㎏
用
の
紙
袋

　
　
な
ど
）
で
す
。

　
・
生
産
者
が
、
直
接
ま
た
は
、
代

　
　
理
人
に
委
任
（
委
任
状
が
必
要
）

　
　
し
て
検
査
請
求
を
行
う
場
合
は

　
　
銘
柄
検
査
を
行
い
ま
す
。

　
・
売
買
取
引
業
者
等
が
生
産
者
か

　
　
ら
未
検
査
の
計
画
外
流
通
米
を

　
　
買
っ
て
検
査
請
求
を
行
う
場
合

　
　
は
、
銘
柄
検
査
を
行
い
ま
せ
ん
。

　
・
受
検
品
の
配
列
や
仕
分
け
作
業

　
　
の
経
費
な
ど
は
、
検
査
請
求
者

　
　
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

◆
売
渡
し
に
係
る
届
出

壽羅｛阿部望享｝新屋敷

糊江・護｝干溝
たか　ひろ

鞍｛吉楽，警よ｝上山

糟樋嗜肇｝山崎

糖｛杉谷震｝荒屋

桑す蔦｛井ノ川慧華｝如来寺

｛島田・博樹　倉　俣
久保田　和　美　　大和町

太島トメ（89）芋沢
鈴木　博（75）角間
※掲載を希望しない方は届け出の際に

申し出てください。

　
・
新
食
糧
法
に
よ
り
、
計
画
外
流

　
　
通
米
を
売
り
渡
そ
う
と
す
る
生

　
　
産
者
は
、
あ
ら
か
じ
め
そ
の
数

　
　
量
を
農
林
大
臣
に
届
け
出
な
け

　
　
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
届
出
書
は
、

　
　
直
接
、
ま
た
は
農
協
等
を
経
由

　
　
し
て
新
潟
食
糧
事
務
所
十
日
町

　
　
支
所
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
　
新
潟
食
糧
事
務
所
十
日
町
支
所

　
　
　
　
　
　
智
5

7
i
6
5
2
1

わ
爪
振
叢
萎
苗
萎
難

◆
受
験
資
格

　
　
満
2
0
歳
以
上
の
人
で
、
次
の
一

　
つ
に
該
当
す
る
者
。

一
、
土
木
及
び
建
築
関
係
等
の
専
門

　
課
程
を
卒
業
し
た
者

今月の納税と振替日

■村・県民税　（9月2日）

口国保税（9月2日）
■国民年金　（8月26日）

ロ保　　育　料　　（9月2日）

二
、
高
校
卒
業
以
上
で
実
務
経
験
一

　
年
以
上
を
有
す
る
者

三
、
実
務
経
験
二
年
以
上
を
有
す
る

　
者

◆
受
験
講
習
及
び
受
験
申
込

　
・
受
付
期
間

　
　
9
月
9
日
～
9
月
2
0
日

　
・
受
付
場
所

　
　
役
場
　
環
境
課

　
　
※
申
込
用
紙
等
は
、
環
境
課
に

　
　
　
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

◆
受
験
講
習

　
・
日
時
　
H
月
5
日
㈹

　
　
　
　
　
午
後
1
時
～
4
時
3
0
分

　
・
会
場
　
ハ
イ
ブ
長
岡

　
・
受
講
料
　
五
、
○
○
○
円

◆
認
定
試
験

　
・
日
時
　
H
月
1
7
日
㈲

　
　
　
　
　
午
前
1
0
時
～
n
時
3
0
分

　
・
会
場
　
中
越
高
等
学
校

　
・
受
験
料
　
三
、
○
○
○
円

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
　
役
場
　
環
境
課
ま
で

（
内
線
1
6
1
・
1
6
2
・
1
6
3
）

報奎
難

●交通事故件数　　　16件

●死者　 0人

●傷者　 21人

●死亡事故ゼロ　1，357日

平成8年8月10日広報なかさと11



　8月15目～9月5日

カレンタ“一
15休1）

16樹
民謡流し　合農協低温倉庫脇集合（新潟中メ

央銀行～ユーモール）（D20：00～

17（土）

18（日） ドーム中里き☆ら○ら投影　合ユーモールi…

（911：00～11：40

19（月）

i20㈹
遊びの教室　合総合センター
09：30～10：00受付

英会話初心者教室　合総合センター
㊤19：30～21：00

i21㈱
補聴器相談（リオン）　合役場

（D13：45～14：00

22休）
子宮がん、乳がん検診　合上村病院
（D子宮がん13：00～13：30受付

　乳がん　13：00～13：30受付

123働
心配ごと相談（村山篤稔）　合ディサービi…
スセンター　（D13：30～16：00

行政相談　合老人福祉センター
（913：30～16：00

i24（土）

i25（日） ドーム中里き☆ら○ら投影　合ユーモール’

（D11：00～11：40

i26（月）

三種混合　合保健センター
（914：00～15：00

補聴器相談（キコエ）　合役場

（916：00～16：30

i27㈹
三種混合　合保健センター
①14：00～15：00　　　　　、

英会話初心者教室　合総合センター
∈）19：30～21：00

28ωO
補聴器相談（リオン）　合役場

013：45～14：00

29㈲
…30樹 心配ごと相談（広田和子）　合ディサービス／

センター　（913：30～16：00

li31（土）

1（日〉 ドーム中里き☆ら○ら投影　合ユーモール
011：00～11：40

2（月）

3㈹
英会話初心者教室　合総合センター
㊤19：30～21：00

4㈱
焼き物体験教室　合村民体育館特別教室

（D19：30～21：30

補聴器相談（リオン）　合役場

013：45～14：00

5休）
胃がん・大腸がん検診　合堀之内集落センi

ター　（∋8：00～10：00受付
’F“・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　柵・1…：：一1＝：：：：鍛識聾鎌＝：＝灘一：＝＝：；；：

雛灘難雛灘難糠灘灘縷難纈難灘雛繋襲難i繋

　　　　　　　鍛難纒騰穫饗蕪麟

「萄麺騙…而蚕読彌颪F「
1　　　　　変わり『ます〃　　　　　　l
I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
l現行の自動二輪免許が廃止され・9肋ら新たに大型自動二輪免l

l許（排気量限定無し）と普通自動二輪免許（排気量400cc以下と1251

1GCの2つの種類）が設けられます。現行の免許取得年齢は16歳以上l

lですが、大型自動二輪免許は18歳以上となりま眺普通目動二輪免l

l許は、これまでどおり16歳以上で眺ま　　　　　l
lた、これまでなかった400CCを越える大型　　・　　1
粕動二輪免許の教習が制度化され、卒業　　　・　l
l証明書を得れぱ、公安委員会の行う実技ノ　　　　l

鯉壁響聾鯉亜＿墨墜」

⑳㊦山・医院響翻1
⑳上村病院繰3重2翔

㊧古藤医院穰5南綿
⑳中条病院禅鵬1
⑳庭野医院響観1
⑳川西町診療所糖8謂1

⑳津南病院穰5謂

ん
冨

廓
麟

・

葡
，

●
9

●

由
些
　
　
h

亡
ぎ
ょ
り
水
醒

噌
蓋
婁
い

　
　
　
　
　
　
ン

脚
1ジ

　
7
月
1
8
日
、
「
ミ
オ
ン
な
か
さ

と
」
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
オ
ー
プ
ン
か
ら
現
在
ま
で
の

利
用
者
も
一
日
、
八
百
人
～
千

人
に
と
い
う
盛
況
ぶ
り
と
聞
い

て
い
ま
す
。
も
う
す
ぐ
、
お
盆

が
や
っ
て
き
ま
す
が
、
帰
省
さ

れ
た
皆
さ
ん
で
、
ま
た
一
段
と

に
ぎ
わ
う
の
で
は
な
い
で
し
ょ

鞠
掴

饗
ぎ
．
．

メ
③

．儘

ノ2

う
か
。

　
そ
し
て
、
8
月
8
日
の
午
後

1
時
に
は
、
清
津
大
橋
が
供
用

開
始
と
な
り
、
こ
れ
ま
で
の
交

通
の
ネ
ッ
ク
と
な
っ
て
い
た
清

津
橋
と
さ
よ
な
ら
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
長
年
利
用
し
た
清

津
橋
を
カ
メ
ラ
に
納
め
て
お
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

魁〇…δ

A塵

辮茜

G
鰻誉、●

亀
．
心
霧

　
　
　
灘
1

　
　
　
　
　
　
　
　
コ

　
　
　
　
　
艶
、
惣

し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
メ

　
＾
・
護
！
、
　
ニ

　
　
　
　
　
ノ

ブナ　　スギ

＼

＼嬢1

ユ　リ

ノ

　「一了～馬γ「『》＿　　　　 多鞭

（昭和60年7月25日制定）

ウグイス

1、自然を愛し美しい村をつくります。

1、健康で働き明るい村をつくります。

1、愛情を豊かにし心あたたかい村をつくります。

1、教養を深め文化のかおり高い村をつくります。

1、創意をこらし活力ある村をつくります。

‘ ■ 7月末現在
（）は前月比

●人ロ男3，318人（＋4）女3，325人（＋3）計6，643人（＋7）●世帯数1，631←一3）
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